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人
口
減
少
社
会
が
加
速
す
る
中
、

全
国
の
小
中
学
校
は
児
童
生
徒
数
の

大
幅
な
減
少
と
い
う
現
実
に
直
面
し

て
い
ま
す
。
本
市
に
お
い
て
も
、
小

学
校
の
児
童
数
が
今
後
６
年
間
で
１
，

２
０
０
人
程
度
の
減
少
が
見
込
ま
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
減
少
は
、
単
な
る
人

数
の
変
化
に
留
ま
ら
ず
、
望
ま
し
い
学

習
集
団
の
形
成
や
学
校
運
営
に
影
響

を
及
ぼ
す
も
の
で
あ
り
、
今
後
も
注

視
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

本
市
で
は
学
校
の
小
規
模
化
が
進

ん
で
お
り
、
学
級
数
が
11
学
級
以
下
と

な
っ
て
い
る
小
学
校
が
全
体
の
約
65
％

（
23
校
中
15
校
）を
占
め
て
い
ま
す
。

　

小
規
模
校
は
児
童
生
徒
に
目
が
行

き
届
き
、
保
護
者
や
地
域
と
の
連
携
が

図
ら
れ
や
す
い
等
の
良
い
面
は
あ
る
も

の
の
、
人
間
関
係
の
固
定
化
や
多
様
な

価
値
観
と
触
れ
合
う
機
会
の
減
少
、
学

級
数
が
減
少
す
る
こ
と
に
伴
う
教
職
員

数
の
減
少
な
ど
、
教
育
上
・
学
校
運
営

上
の
様
々
な
課
題
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

一
方
で
、
適
正
規
模
の
学
校
に
お
い

て
は
、
多
様
な
仲
間
と
互
い
に
高
め
合

う
中
で
「
社
会
性
の
成
長
」や
、
部
活
動
・

適
正
規
模
が
も
た
ら
す

適
正
規
模
が
も
た
ら
す

教
育
効
果
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針

教
育
効
果
と
基
本
方
針

委
員
会
活
動
に
お
け
る
「
選
択
肢
の
充

実
」
な
ど
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
市
教
育

委
員
会
で
は
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て

望
ま
し
い
学
習
集
団
の
形
成
と
、
よ
り

良
い
学
習
環
境
の
創
造
を
目
的
と
し
た

「
鹿
屋
市
学
校
規
模
適
正
化
（
学
校
再

編
）
基
本
方
針
」
を
策
定
し
、
適
正
規
模

化
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

学
校
規
模
適
正
化
の
具
体
的
な
検

討
に
あ
た
っ
て
は
、
保
護
者
や
地
域

の
方
々
を
「
よ
り
良
い
教
育
環
境
を
共

に
創
り
上
げ
る
パ
ー
ト
ナ
ー
」
と
し
、

「
良
好
な
教
育
環
境
の
た
め
に
」
と
い

う
共
通
の
視
点
で
協
議
を
重
ね
、
合

意
形
成
を
図
る
こ
と
を
原
則
と
し
て

い
ま
す
。
鶴
峰
小
学
校
は
こ
の
方
針

に
基
づ
き
、
令
和
８
年
４
月
に
吾
平

小
学
校
と
統
合
し
、
子
ど
も
た
ち
の

未
来
の
た
め
の
新
た
な
教
育
環
境
へ

と
歩
み
を
進
め
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
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鶴
峰
小
学
校
の
子
ど
も
た
ち
か
ら

は
、「
学
校
が
な
く
な
る
寂
し
さ
は
あ

る
が
、
新
し
い
友
達
が
で
き
る
の
が
楽

し
み
」「
ス
ク
ー
ル
バ
ス
に
乗
っ
て
み

た
い
」
と
い
っ
た
、
不
安
を
抱
え
つ
つ

も
未
来
へ
の
期
待
を
込
め
た
前
向
き

な
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

吾
平
小
学
校
へ
の
統
合
に
あ
た
っ
て

は
、
市
の
基
準
に
基
づ
き
通
学
距
離

が
お
お
む
ね
４
㎞
を
超
え
る
児
童
に

対
し
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
等
の
通
学
手
段

を
確
保
し
ま
す
。

　

ま
た
、
環
境
の
変
化
が
子
ど
も
た

ち
の
心
に
過
度
な
負
担
を
与
え
な
い

よ
う
、
統
合
前
か
ら
合
同
授
業
や
行

事
な
ど
に
お
い
て
、
子
ど
も
た
ち
が
新

し
い
仲
間
と
円
滑
に
関
係
を
築
け
る

よ
う
「
学
校
交
流
事
業
」
を
計
画
的
に

実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　

本
市
で
は
、
次
代
を
担
う
子
ど
も

た
ち
に
「
望
ま
し
い
学
習
集
団
」
を
提

供
す
る
こ
と
を
基
本
的
な
考
え
と
し
、

こ
れ
ま
で
学
校
の
統
合
や
小
中
一
貫
校

の
導
入
な
ど
、
地
域
の
実
情
に
即
し
た

多
様
な
手
法
で
教
育
環
境
の
適
正
化

を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
取
り
組

新
し
い
学
校
生
活
へ
の

新
し
い
学
校
生
活
へ
の

サ
ポ
ー
ト

サ
ポ
ー
ト

▲�令和６年２月に鶴峰地区で行われ 
た住民説明会の様子。

今後６年間で、児童生徒数は減少傾向が強まり今後６年間で、児童生徒数は減少傾向が強まり
特に小学校では 1,200 人 (20％ ) 程度の特に小学校では 1,200 人 (20％ ) 程度の

減少が見込まれる減少が見込まれる

小学生小学生

▲1,206人

▲251人
R7：5,947人→R13：4,741人/減少率20.3%

R7：3,079人→R13：2,828人/減少率8.2%

安心して新しい一歩を踏み出すための支援安心して新しい一歩を踏み出すための支援

統合前に授業や学校行事を通じた交流を
行い、新しい仲間との関わりを深めます。

著しく通学時間を要する場合はバス
利用などの通学手段を検討します。

定期的な交流の場の創出定期的な交流の場の創出 通学バス支援通学バス支援

協
働
に
よ
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合
意
形
成
と

協
働
に
よ
る
合
意
形
成
と

鶴
峰
小
学
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の
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例

鶴
峰
小
学
校
の
事
例

地
域
と
の
対
話
で
前
向
き
な

地
域
と
の
対
話
で
前
向
き
な

未
来
の
姿
を
描
く

未
来
の
姿
を
描
く

み
は
、
保
護
者
や
地
域
住
民
の
皆
様

と
の
「
対
話
・
参
画
・
納
得
」
を
原
則
と

し
、
対
等
な
立
場
で
の
合
意
形
成
を

図
り
な
が
ら
進
め
て
い
く
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
学
校
が
長
年
果
た
し
て
き

た
「
地
域
の
防
災
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

拠
点
」
と
し
て
の
役
割
を
尊
重
し
、
学

校
施
設
の
跡
地
利
用
に
つ
い
て
も
、
意

見
や
要
望
を
反
映
し
た
地
域
の
活
性

化
に
資
す
る
活
用
案
を
共
に
検
討
し

ま
す
。
基
本
方
針
に
つ
い
て
は
、市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い
ま
す
。
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3,079
　鶴峰小学校が令和８年３月をもって、147年の歴史を終えます。今回は学校規模適正化に伴う
現状と、鶴峰小学校の統合について、お知らせします。

問 市教育総務課　TEL 0994-31-1136

共に創る 学校の未来
ー より良い教育環境の実現のために ーー より良い教育環境の実現のために ー

【写真】 吾平小学校２年生。国語の授業の様子。
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